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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置の断線救済のためのバイパス配
線を額縁領域の低減。
【解決手段】  ソース断線救済バイパス配線右側外側よ
り９ｄ、９ｅ、９ｆとした場合、各ソースドライバー７
ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ、７ｅ、７ｆから出るソース入力
配線群４と交差するものは各ブロックにつき１本のみと
なっている。組み合わせとしては９ａと７ａ、９ｂと７
ｂ、９ｃと７ｃ、９ｄと７ｄ、９ｅと７ｅ、９ｆと７
ｆ、で対応。ソースの入力信号は、途中断線した箇所ま
では入力側から、断線した先のＴＦＴにはソース断線救
済バイパス配線９ａ、９ｂ、９ｃのいづれかを文字通り
バイパスした信号により終端側逆方向から信号供給され
レスキューする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  駆動回路の一部がＣＯＧ実装されたＴＦ
Ｔ液晶パネルであって、前記ＴＦＴ液晶パネルのソース
配線、又はゲート配線の断線救済に用いるバイパス配線
を、前記ＣＯＧ実装の内側に引き出された出力信号配線
とは逆に、外側に引き出した配線と交差させ、この交差
部分でレーザーコンタクト法により接続し断線救済配線
として機能させることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  複数の断線救済バイパス配線と、複数の
ＣＯＧ実装ブロックとを有し、前記断線救済バイパス配
線が、前記ＣＯＧ実装ブロック毎に配設され、前記断線
救済バイパス配線のうち前記ＣＯＧ実装ブロックの出力
配線と交差する断線救済バイパス配線は、他のＣＯＧ実
装ブロックの出力配線とは交差させない構造を持つこと
を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  断線救済バイパス配線が、ＣＯＧ実装ブ
ロック毎に具備され、他のＣＯＧ実装ブロックの出力配
線とは一切交差しない構成であり、ゲートまたはソース
配線である救済対象配線群と直交するゲート又はソース
配線である非救済対象配線群とも交差させない構造を持
つことを特徴とする請求項１または請求項２のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、携帯端末から大
型モニタまで、幅広いサイズにおいて高性能、コンパク
ト、低コストが要求されるアクティブマトリクス液晶表
示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、微細加工技術、材料技術、及び高
密度実装技術などの進歩とマルチメディア機器の急速な
普及により、幅広い画面サイズで、またＡＶ、ＯＡ、車
載、情報通信と様々な用途において液晶表示装置の占め
る割合は急速に拡大しており、ＣＲＴにかわるキーデバ
イスとしてエレクトロニクス業界全体の注目を集めてい
る。そのような中、液晶表示装置特有の薄型軽量をさら
に進化させ、ＣＲＴでは実現困難であった商品領域（例
えば携帯情報端末からノートＰＣ、ＤＩＮ規格対応のカ
ナビゲーションシステム、モニター一体型ビデオムービ
ー等）へのさらなる展開のみならず、ＰＣモニターや大
型テレビなど、ＣＲＴの主力商品領域をも完全に置換す
る日も遠くはない勢いである。ＣＲＴに置き換わるため
の最大の課題はコストであり、とりわけ歩留まりの向上
が最優先で解決されるべきであり、不良のレスキュー技
術の向上には大きな期待が寄せられている。
【０００３】まず、従来の液晶表示装置について、図３
を用いて説明する。図３は従来の液晶表示装置の断線救
済配線網概略を示す図である。１はＴＦＴガラス基板で
あり、中央付近の大部分の領域には、ＴＦＴを具備した
画素電極を有するＴＦＴ画素がマトリクス配置された画
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面領域２が配置されるのが通常である。この画面領域２
には、マトリクス配置されたＴＦＴ画素を駆動する信号
を伝達するための配線群が直交して複数本数配置されて
いる。一般に走査信号を供給するための配線群をゲート
入力配線群３ａ・３ｂ、映像信号を供給するための配線
群をソース入力配線群４ａ・４ｂと呼び、それぞれ等ピ
ッチで必要本数配置している。
【０００４】図３の３ａ・３ｂでは画面領域２の周辺部
のみを描写しており、大部分はマトリクス状に繰り返し
配置されているだけなので省略している。この画面領域
２の周辺には表示用各種信号をアウトプットする役割を
持つ回路素子がＣＯＧ実装されている。ゲート入力配線
群３ａ・３ｂに接続された、５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄは
ゲートドライバーであり６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄに示し
たゲートＦＰＣを通して外部信号が入力され電気的に機
能する。一方、ソース入力配線群４ａ，４ｂに接続され
た７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ、７ｅ、７ｆはソースドライ
バーであり、８ａ、８ｂ、８ｃ、８ｄ、８ｅ、８ｆに示
したソースＦＰＣを通して外部信号が入力され電気的に
機能する。
【０００５】一方、９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ、９ｅ、９
ｆはソース入力配線群４ａ・４ｂが途中断線している場
合に救済するために使うソース断線救済バイパス配線で
あり、本例の場合、１０ａ・１０ｂの部分で、左右それ
ぞれ３本ずつに分離されている。左の３本９ａ、９ｂ、
９ｃのソース断線救済バイパス配線は、ソースドライバ
ー７ａ、７ｂ、７ｃから出力されたソース入力配線群４
ａ・４ｂが途中断線した場合に使用し、右の３本９ｄ、
９ｅ、９ｆのソース断線救済バイパス配線は、ソースド
ライバー７ｄ、７ｅ、７ｆから出力されたソース入力配
線群４ａ・４ｂが途中断線した場合に使用することにな
る。ソース途中断線の具体的な救済方法としては、例え
ば、ソースドライバー７ｃから出力されたソース入力配
線群４ａ・４ｂの右はしから３番目の配線が途中断線し
ている場合、ソース断線救済バイパス配線９ａ、９ｂ、
９ｃの３本の内いずれか１本と、該当する３番目のソー
ス入力配線の交差部１１ａ・１１ｂをレーザーコンタク
ト法等で短絡させて接続させる。この様にすることで、
ソースの入力信号は、途中断線した箇所までは入力側か
ら、断線した先のＴＦＴにはソース断線救済バイパス配
線９ａ、９ｂ、９ｃのいづれかを文字通りバイパスした
信号により終端側逆方向から信号供給されレスキューが
完結する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
液晶表示装置では、断線救済のためのバイパス配線をＣ
ＯＧ実装したドライバーＩＣと画像表示領域の間に配置
した構成、言い換えるとドライバーＩＣの信号出力方向
の信号配線本体と断線救済バイパス配線を交差させ配置
する位置関係にしていたため、断線救済バイパス配線の
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本数と配置ピッチに応じて、ドライバーＩＣと画像表示
領域の間に幅を要することになっていた。すなわち、直
接的に表示機能に関係ないところで、無駄な額縁領域を
使ってしまっていると考えてもかまわない。このこと
は、液晶表示装置の最大の特徴であるところの狭額縁で
コンパクトである優位性を自ら損なうものであり、たと
え歩留まり向上のためと言えども許されるものではな
い。
【０００７】一方、例えば従来例の場合、断線救済バイ
パス配線は、ソースドライバーＩＣの各ブロックに１本
検討で、左右に各３本、計６本を配置しているわけであ
るが、それぞれ左右３本の断線救済バイパス配線は、各
々３ブロック分のソース入力側の信号配線とソース終端
側の信号配線、そして全本数分のゲート入力側の信号配
線又はゲート終端側の信号配線と交差していることにな
る。各信号配線との交差部は、勿論、断線救済に必要な
部分についてはレーザーコンタクトの対象領域として機
能させる不可欠の部分になるわけだが、救済に無関係な
ブロックでは、単なる寄生容量として、配線負荷となる
だけである。
【０００８】寄生容量の増大は、断線救済バイパス配線
を経て入力される信号配線に、自身の配線抵抗との積で
表せる時定数として、信号遅延、波形劣化の最大要因と
なり、限界値を超えた場合には、表示画面の輝度差とし
てあらわれ、具体的には断線救済したはずの配線に対応
する画素群が周辺の正常な画素群に比較して輝度差を示
すことになり、線欠陥という重大欠陥として認識されて
しまう。とりわけ、表示画面が大型化され、表示容量、
すなわち表示画素数が増大傾向にある近年では、より深
刻な課題としてクローズアップされている。
【０００９】本発明は上記従来の課題を解決するため、
液晶表示装置の有用な構造を提供することを目的とす
る。
【００１０】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の液晶表示
装置は、駆動回路の一部をＣＯＧ実装したＴＦＴ液晶パ
ネルであって、前記ＴＦＴ液晶パネルのソース配線、又
はゲート配線の断線救済に用いるバイパス配線を、前記
ＣＯＧ実装の内側に引き出された出力信号配線とは逆
に、外側に引き出した配線と交差させ、この交差部分で
レーザーコンタクト法により接続し断線救済配線として
機能させる構成とすることを特徴とする。
【００１１】請求項１記載の液晶表示装置によると、断
線救済バイパス配線の配置領域をＣＯＧ実装した半導体
集積回路の下に配置することが可能になるという作用を
有する。
【００１２】請求項２記載の液晶表示装置は、断線救済
バイパス配線が、ＣＯＧ実装ブロック毎に具備され、自
ＣＯＧ実装ブロックの出力配線とのみ交差し、他のＣＯ
Ｇ実装ブロックの出力配線とは一切交差させない構成す
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ることを特徴とする。
【００１３】請求項２記載の液晶表示装置によると、請
求項１記載の発明の作用に加え、断線救済バイパス配線
のゲート又はソース配線である救済対象配線群との寄生
容量が小さくなるという作用を有する。
【００１４】請求項３記載の液晶表示装置は、断線救済
バイパス配線が、ＣＯＧ実装ブロック毎に具備され、他
のＣＯＧ実装ブロックの出力配線とは一切交差しない上
に、ソース又はゲート配線である救済対象配線群と直交
するゲート又はソース配線である非救済対象配線群とも
交差させない構成することを特徴とする。
【００１５】請求項３記載の液晶表示装置によると、請
求項１、及び請求項２記載の発明の作用に加え、断線救
済バイパス配線のソース又はゲート配線である救済対象
配線群と直交するゲート又はソース配線である非救済対
象配線群との寄生容量が小さくなるという作用を有す
る。
【００１６】
【発明の実施の形態】（実施の形態１）本発明の実施の
形態１を図１を用いて説明する。図１は、実施の形態１
の液晶表示装置の断線救済配線網概略図である。なお、
図１に示す液晶表示装置は、図３に示した従来の液晶表
示装置と同じ構成であるので、同一部分には同一符号を
付してその詳細な説明を省略する。
【００１７】図１の、１がＴＦＴガラス基板であり、中
央付近の大部分の領域に画面領域２が配置され、ゲート
入力配線群３ａ・３ｂとソース入力配線群４ａ・４ｂが
それぞれ等ピッチで必要本数配置している基本構成は従
来の液晶表示装置と全くの同一である。
【００１８】実施の形態１の場合、ソース断線救済バイ
パス配線９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ、９ｅ、９ｆの配置の
仕方に特徴がある。それぞれの配置位置を左側内側より
９ａ、９ｂ、９ｃとする。そして、右側外側より９ｄ、
９ｅ、９ｆとした場合、各ソースドライバー７ａ、７
ｂ、７ｃ、７ｄ、７ｅ、７ｆから出るソース入力配線群
４ａ，４ｂと交差するものは各ブロックにつき１本のみ
となっている。組み合わせとしては９ａと７ａ、９ｂと
７ｂ、９ｃと７ｃ、９ｄと７ｄ、９ｅと７ｅ、９ｆと７
ｆ、であり、これらで対応させる。
【００１９】ソース途中断線の具体的な救済方法として
は、例えば、ソースドライバー７ｃから出力されたソー
ス入力配線群４ａ・４ｂの右はしから３番目の配線が途
中断線している場合、ソース断線救済バイパス配線９ｃ
と、該当する３番目のソース入力配線の交差部１１ａ・
１１ｂをレーザーコンタクト法等で短絡させて接続させ
る。この様にすることで、ソースの入力信号は、途中断
線した箇所までは入力側から、断線した先のＴＦＴには
ソース断線救済バイパス配線９ｃを通りバイパスした信
号により終端側逆方向から信号供給されレスキューが完
結する。
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【００２０】このように構成された液晶表示装置による
と、ソース断線救済バイパス配線９ｃは、ソースドライ
バー７ｃの配置領域内で、なおかつソースドライバー７
ｃから出るソース入力配線郡４ａ・４ｂとのみ交差して
いるので、無駄な配線領域の増加がなく、他のソースソ
ースドライバー７ａ・７ｂの出力信号とは一切交差しな
いため余分な寄生容量を持たずにすむという効果が得ら
れる。
【００２１】（実施の形態２）本発明の実施の形態２を
図２を用いて説明する。図２は、実施の形態２の液晶表
示装置の断線救済配線網概略図である。なお、図２に示
す本実施の形態の液晶表示装置は、図３に示した従来の
液晶表示装置、及び図１に示した実施の形態１の液晶表
示装置と同じ構成であるので、同一部分には同一符号を
付してその詳細な説明を省略する。
【００２２】図２の、１がＴＦＴガラス基板であり、中
央付近の大部分の領域に画面領域２が配置され、ゲート
入力配線群３ａ・３ｂとソース入力配線群４ａ・４ｂが
それぞれ等ピッチで必要本数配置している基本構成は従
来の液晶表示装置と全くの同一である。
【００２３】実施の形態２の場合、ソース断線救済バイ
パス配線９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ、９ｅ、９ｆの配置の
仕方に特徴がある。それぞれの配置位置を左側内側より
９ａ、９ｂ、９ｃとする。そして、右側外側より９ｄ、
９ｅ、９ｆとした場合、各ソースドライバー７ａ、７
ｂ、７ｃ、７ｄ、７ｅ、７ｆから出るソース入力配線群
４ａ・４ｂと交差するものは各ブロックにつき１本のみ
となっている。組み合わせとしては９ａと７ａ、９ｂと
７ｂ、９ｃと７ｃ、９ｄと７ｄ、９ｅと７ｅ、９ｆと７
ｆ、であり、これらで対応させる。
【００２４】また、それらソース断線救済バイパス配線
９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ、９ｅ、９ｆは、ゲート入力配
線郡３ａ・３ｂとは一切交差していないのが大きな特徴
である。特に、３ａ側では、ゲートドライバー６ａ、６
ｂ、６ｃ、６ｄの配置領域にソース救済バイパス配線９
ｄ、９ｅ、９ｆを通している構成を有している。
【００２５】ソース途中断線の具体的な救済方法として
は、例えば、ソースドライバー７ｃから出力されたソー
ス入力配線群４ａ・４ｂの右はしから３番目の配線が途
中断線している場合、ソース断線救済バイパス配線９ｃ
と、該当する３番目のソース入力配線の交差部１１ａ、
１１ｂをレーザーコンタクト法等で短絡させて接続させ
る。この様にすることで、ソースの入力信号は、途中断
線した箇所までは入力側から、断線した先のＴＦＴには
ソース断線救済バイパス配線９ｃを通りバイパスした信
号により終端側逆方向から信号供給されレスキューが完
結するのは基本的に従来と同様である。
【００２６】このように構成された液晶表示装置による
と、ゲート入力配線郡３ａ・３ｂとの寄生容量も完全に
無くすことが可能となると同時に、ゲート方向の無駄な*
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*配線領域も増加することがないので、より小さな占有面
積で、断線配線の救済を可能にするという効果が得られ
る。
【００２７】
【発明の効果】請求項１記載の液晶表示装置によれば、
コンパクト性の要求より額縁面積を十分に確保できない
場合においても、断線救済に用いるバイパス配線を、Ｃ
ＯＧ実装に対し画面側に引き出された出力信号配線とは
逆方向となる外側に引き出した配線と交差させ、この交
差部分でレーザーコンタクト法により接続し断線救済配
線として機能させる構成とするので、従来構造ではデッ
ドスペースになっていたＣＯＧ実装領域下を有効活用し
て、額縁面積を増加させずに必要本数の断線救済バイパ
ス配線を配置できるという効果が得られる。
【００２８】請求項２記載の液晶表示装置によれば、請
求項１の発明の効果に加えて、断線救済バイパス配線
が、ＣＯＧ実装ブロック毎に具備され、自ＣＯＧ実装ブ
ロックの出力配線とのみ交差し、他のＣＯＧ実装ブロッ
クの出力配線とは一切交差させない構成としたので、断
線救済バイパス配線を増加させても、救済対象配線群と
の寄生容量が抑制できるため、バイパス信号の寄生容量
と配線抵抗に起因する信号遅延、信号波形劣化を最小限
にせしめる効果が得られる。
【００２９】請求項３記載の液晶表示装置によれば、請
求項１、及び請求項２の発明の効果に加えて、断線救済
バイパス配線が、ＣＯＧ実装ブロック毎に具備され、他
のＣＯＧ実装ブロックの出力配線とは一切交差しない上
に、ソース又はゲート配線である救済対象配線群と直交
するゲート又はソース配線である非救済対象配線群とも
交差させない構成とするので、断線救済とは全く無関係
な非救済対象配線群との寄生容量を完全にゼロに抑える
ことができる上に、断線救済バイパス配線部に発生する
ゲート、ソース間の短絡不良も低減することができる効
果が得られる。
【００３０】以上のような効果により、液晶表示装置の
さらなるコンパクト化を図り、額縁面積をより削減する
構成で、さらに、超高精細パネルの一般化で素子配線数
の増加が顕著な構成でも、高歩留まり実現のため断線救
済バイパス配線の液晶表示装置内への内蔵配置を、基本
性能を損なうことなく実現できる液晶表示装置を提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１の液晶表示装置の断線救済配線網
概略を示す図
【図２】実施の形態２の液晶表示装置の断線救済配線網
概略を示す図
【図３】従来例の液晶表示装置の断線救済配線網概略を
示す図
【符号の説明】
１  ＴＦＴガラス基板
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２  画面領域
３ａ、３ｂ  ゲート入力配線群
４ａ、４ｂ  ソース入力配線群
５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄ  ゲートドライバー
６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ  ゲートＦＰＣ
７ａ、７ｂ、７ｃ、７ｄ、７ｅ、７ｆ  ソースドライバ
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ー
８ａ、８ｂ、８ｃ、８ｄ、８ｅ、８ｆ  ソースＦＰＣ
９ａ、９ｂ、９ｃ、９ｄ、９ｅ、９ｆ  ソース断線救済
バイパス配線
１０ａ、１０ｂ  分離部
１１ａ、１１ｂ  交差部

【図１】
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【図２】
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【図３】
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